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定
額
給
付
金
・

子
育
て
応
援
特
別
手
当

　

市
で
は
、
３
月　

日（
金
）に
世
帯
主
の

１３

皆
様
に
「
定
額
給
付
金
」
と
「
子
育
て
応

援
特
別
手
当
」
の
申
請
書
を
発
送
し
ま
し

た
。

　

給
付
金
や
手
当
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

　

９
月　

日
ま
で
に
申
請
が
な
け
れ
ば
給

17

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当

と
も
、
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
商
工
振
興
課
定
額
給
付
金
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
７
８
）
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定
額
給
付
金

　

景
気
が
後
退
す
る
中
、
市
民
の
生
活
を

支
援
す
る
と
と
も
に
地
域
経
済
活
性
化
の

一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
基
準
日
（
平
成　

年
２
月
１
日
）

21

に
お
い
て
、
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国

人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

※
不
法
滞
在
者
・
短
期
滞
在
者
は
対
象
外
。

給
付
額

　

給
付
対
象
者
１
人
あ
た
り
１
万
２
０
０

０
円
を
世
帯
主
に
交
付

※
基
準
日
現
在
、　

歳
以
上
の
人
と　

歳

65

18

以
下
の
人
は
、
１
人
あ
た
り
２
万
円
。

子
育
て
応
援
特
別
手
当

　

幼
児
教
育
期（
小
学
校
就
学
前
３
年
間
）

に
第
２
子
以
降
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯

　

次
の
①
・
②
す
べ
て
を
満
た
す
世
帯

①
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成　

年
４
月

17

１
日
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
２
人
以
上
い

る
。

②
平
成　

年
４
月
２
日
〜
平
成　

年
４
月

14

17

１
日
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
第
２
子
以
降

に
い
る
。

給
付
額
／
②
の
子
ど
も
１
人
あ
た
り
３
万

６
０
０
０
円
を
世
帯
主
に
交
付

※
定
額
給
付
金
と
は
別
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
下
図
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
も
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
振
込

口
座
の
通
帳
の
コ
ピ
ー
、
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
世
帯
主
本
人
を
確
認
で

き
る
書
類
の
コ
ピ
ー
と
と
も
に
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
で
の
申
請
受
付
は
、
４
月　

日
２０

（
月
）以
降
と
な
り
ま
す
。

給
付
方
法
／
口
座
振
込

※
ど
う
し
て
も
口
座
を
開
設
で
き
な
い
人

は
、
窓
口
で
も
受
給
で
き
ま
す
が
、
給

付
時
期
は
６
月
下
旬
以
降
に
な
り
ま
す
。

子
育
て
応
援
特
別
手
当
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

支給額 
36,000円×1人 
=36,000円 

平成２年４月２日～平成１７年 
４月１日に生まれた子ども 平成１７年 

４月２日以降 
に生まれた 
子ども 

Bさん世帯 

世帯主 

手当支給の対象となる子ども（1人） 

世帯にいる子ども 

支給額 
36,000円×2人 
=72,000円 

平成１４年４月２日～ 
平成１７年４月１日に 
生まれた子ども 

平成１４年４月２日～ 
平成１７年４月１日に 
生まれた子ども 

平成２年４月２日～平成１７年 
４月１日に生まれた子ども 平成１７年 

４月２日以降 
に生まれた 
子ども 

Aさん世帯 

世帯主 

手当支給の対象となる子ども（2人） 

世帯にいる子ども 

郵
便
に
よ
る
申
請
受
付
・
窓
口
相
談
実
施
中

〜
地
元
消
費
で
福
知
山
を
元
気
に
〜
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特集　定額給付金・子育て応援特別手当郵送による申請受付・窓口相談実施中

詐欺 ･個人情報の引き出し
にご注意ください

　～おかしいなと思ったらすぐ連絡を～

市役所がこんなことをすることは、絶対あ
りません。くれぐれもご注意ください。
主な手口
市役所職員を名乗り
●電話で「定額給付金の給付に必要なので、
氏名や家族構成、口座番号を教えてもらい
たい」と、個人情報の提供を求める。
●「定額給付金に関する通知を送ったが届
いているか。届いていないのであれば電話
をしてほしい」として、フリーダイヤルへ
電話するよう求める。
●「定額給付金の給付のための手続きがこ
み合っているので、通帳を持ってＡＴＭま
で行き、電話をしてほしい」として、フリー
ダイヤルの電話番号を伝え、ＡＴＭへ誘導
する。　　
●「定額給付金の給付に必要な手数料を支
払ってほしい」としてＡＴＭでの振り込み
を求める。

福知山市 市民のみなさん 

給付までの流れ 
手続きの流れ 
①市から世帯主あてに申請書を郵送します。 
②世帯主が申請書に必要事項を記入し、市へ返送します。 
③市で、申請書を審査し、指定された口座に給付金を振り込みます。 

申請書郵送 3月13日 

4月17日 

9月17日 

5月下旬 

4月20日から 

申請書受領 

申請書記入 

申請書受付 申請書返送 

申請内容確認 

申請内容確認 

給付決定 
通知書発行 

給付決定 
通知書受領 

給 付 金 
振り込み開始 

給 付 金 
振り込み 

給付決定 
通知書発行 

給付決定 
通知書受領 

申請書の提出期限 

申請書受付 窓口申請 

※申請に不備があっ
た場合は、書類を
返送します。 

支給額 
36,000円×0人=0円 

平成２年４月２日～平成 
１７年４月１日に生まれた 
子ども 

平成１７年 
４月２日以降 
に生まれた 
子ども 

平成１４年４月２日
～平成１７年４月
１日に生まれた
子ども 

Cさん世帯 

世帯主 

手当支給の対象となる子ども（なし） 

世帯にいる子ども 

申請書の提出期限は、
平成２１年９月１７日（木）です。
　※郵送の場合は消印有効。
　期限までに申請がない場合は、受
給を辞退したことになります。
　忘れず申請してください。
世帯主本人を確認できる
書類と通帳のコピーを
お忘れなく！
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市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
市

の
組
織
体
制
を
変
更
し
ま
し
た
。

基
本
的
な
考
え
方

　

社
会
情
勢
の
変
化
や
高
度
化
・

多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
、
迅
速

か
つ
柔
軟
・
的
確
に
対
応
で
き
る

効
率
的
な
組
織
と
す
る
も
の
。

●
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
の
推
進

項
目
で
あ
る
行
財
政
の
ス
リ
ム
化

●
財
政
の
健
全
化
の
た
め
、
財
務

部
門
を
強
化

●
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す

る
組
織

変
更
後
の
部
・
課

市
長
部
局

　
　

部
５
室　

課
３
支
所
が
、
８

１０

３５

部
５
室　

課
３
支
所
と
し
、
２
部

２９

６
課
の
減
と
し
ま
し
た
。

企
画
政
策
部

　

政
策
的
要
素
を
前
面
に
掲
げ
る

た
め
、
部
の
名
称
を
変
更
し
ま
し

た
。

▼
企
画
推
進
課

▼
情
報
推
進
課

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

▼
秘
書
広
報
課

総
務
部

　

財
務
部
の
新
設
に
伴
い
、
部
内

組
織
の
構
成
を
変
更
し
ま
し
た
。

▼
総
務
課

▼
職
員
課

▼
三
和
支
所

▼
夜
久
野
支
所

▼
大
江
支
所

財
務
部

　

健
全
財
政
の
維
持
と
財
務
部
門

の
強
化
を
図
る
た
め
、
部
を
新
設

し
ま
し
た
。

　

総
務
部
に
あ
っ
た
管
財
課
、
土

木
建
築
部
に
あ
っ
た
契
約
検
査
課

を
統
合
し
、
管
財
契
約
課
と
し
ま

し
た
。
契
約
検
査
課
の
所
管
替
え

は
、
「
職
員
不
祥
事
の
再
発
防
止

に
向
け
た
組
織
・
業
務
に
関
す
る

外
部
検
討
委
員
会
」
の
提
言
に
基

づ
く
も
の
で
す
。

▼
管
財
契
約
課

▼
財
政
課

▼
税
務
課

▼
徴
収
課

福
祉
保
健
部

　

福
祉
分
野
へ
の
需
要
が
ま
す
ま

す
増
大
し
て
い
く
な
か
、
福
祉
に

重
点
を
置
い
た
部
の
名
称
に
変
更

し
ま
し
た
。

▼
健
康
推
進
室

▼
子
育
て
支
援
課

▼
社
会
福
祉
課

▼
高
齢
者
福
祉
課

市
民
人
権
環
境
部

　

市
民
生
活
に
関
係
の
深
い
環
境

政
策
部
と
市
民
人
権
部
を
統
合
し
、

市
民
人
権
環
境
部
と
し
ま
し
た
。

　

環
境
部
門
の
一
体
的
運
営
の
た

め
、
環
境
企
画
課
・
循
環
社
会
形

成
課
を
統
合
し
、
環
境
政
策
室
と

し
ま
し
た
。

▼
環
境
政
策
室

▼
人
権
推
進
室

▼
生
活
交
通
課

▼
市
民
課

▼
保
険
課

農
林
商
工
部

　

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
連
携
の
と
れ
た
振
興

施
策
を
展
開
で
き
る
よ
う
農
林
部

と
商
工
観
光
部
を
統
合
し
、
農
林

商
工
部
と
し
ま
し
た
。

　

西
中
筋
整
備
事
業
が
お
お
む
ね

終
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
農
村
整

備
課
を
農
林
管
理
課
に
統
合
し
ま

し
た
。

▼
農
林
管
理
課

▼
農
業
振
興
課

▼
林
業
振
興
課

▼
商
工
振
興
課

▼
観
光
振
興
課

▼
産
業
立
地
課

土
木
建
設
部

　

道
路
・
河
川
事
業
の
連
携
を
図

る
た
め
、
土
木
建
築
部
と
都
市
整

備
部
を
統
合
し
、
土
木
建
設
部
と

し
ま
し
た
。

　

都
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
建
設

室
を
廃
止
し
ま
し
た
。

▼
用
地
販
売
促
進
室

▼
土
木
課

▼
建
築
課

▼
都
市
計
画
課

▼
福
知
山
駅
周
辺
整
備
課

▼
都
市
整
備
課

下
水
道
部

　

下
水
道
整
備
事
業
が
お
お
む
ね

終
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
下
水
道

整
備
課
と
下
水
道
施
設
課
を
統
合

し
、
下
水
道
維
持
課
と
し
ま
し
た
。

▼
下
水
道
管
理
課

▼
下
水
道
維
持
課

市
民
病
院

▼
市
民
病
院
診
療
部

　

診
療
科
「
形
成
外
科
」
を
新
た

に
設
け
ま
し
た
。

　

診
療
部
以
外
の
部
・
課
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
会
計
室
・
教
育
委
員

会
・
ガ
ス
水
道
部
・
消
防
な
ど
の

部
・
課
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
職
員
課
（
℡　

‐
７
０
３
４
）

２４

小さな役所で
高いサービスをめざして
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Ｑ
１　

５
月
１
日
以
降
に
、
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
、
現
在

使
っ
て
い
る
青
字
の
兼
用
袋
で
出

せ
ま
す
か
。

Ａ
１　

５
月
１
日
以
降
は
、
新
し

い
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
専
用

指
定
袋
（
緑
字
）
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。
現
在
の
兼
用
袋
は
、
「
燃

や
さ
な
い
ご
み
」
を
出
さ
れ
る
際

に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ
２　

新
し
い
「
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
の
専
用
指
定
袋
は
、

い
つ
ご
ろ
購
入
で
き
ま
す
か
。

Ａ
２　

４
月
中
旬
か
ら
、
小
売
店

の
店
頭
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
３　

４
月
中
に
「
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
専
用
指
定
袋
で

出
せ
ま
す
か
。

Ａ
３　

４
月
中
に
「
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
専
用
指
定
袋
で

出
さ
れ
て
も
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

５
月
１
日
以
降
の
収
集
分
か
ら
出

し
て
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
疑
問
に

お
答
え
し
ま
す

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

専
用
指
定
袋
で
お
願
い
し
ま
す

５月１日
収集分から

①形状が持ち手のあるレジ袋タイプ
　（結びやすく・持ちやすい）
②文字の色が緑です。
③ほかの指定袋より安価
④「プラスチック製容器包装類」の名称を
「容器包装プラスチック」に変更

５月１日から

価　格　※消費税別。
枚数容量サイズ 燃やすごみ

燃やさないごみ
容器包装
プラスチック

４００円３００円
１０枚
１組

４５㍑大
３００円２００円３０㍑中
１５０円１００円２０㍑小

５月１日収集分からの専用指定袋

現　在

'

教育総務課
議場傍聴席

教育長室
監査委員事務局

職員課
生涯学習課

情報推進課
学校教育課

６
階

市議会事務局議場
議会図書室

全議員協議会室
各委員会室

正副議長室
議員控室

５
階

商工振興課
建築課
農業委員会事務局

林業振興課
土木課
都市整備課

農業振興課
用地販売促進室
福知山駅周辺整備課
土地改良区

農林管理課
産業立地課
都市計画課
土地開発公社

４
階

秘書広報課
選挙管理委員会事務局

企画推進課
財政課

副市長室
管財契約課
記者室

市長室
総務課
公平委員会事務局

３
階

人権推進室
消防本部

徴収課
消防団長室

税務課
消防長室

まちづくり推進課
生活交通課
食堂・売店

２
階

社会福祉課
保険課
京都銀行派出所

子育て支援課
市民課
会計室

市民相談室　　　情報公開コーナー
高齢者福祉課　　中央包括支援センター
商工振興課定額給付金担当

１
階

公設卸売市場
管理事務所

生涯学習課
社会体育係

市庁舎 公設地方卸売市場
管理事務所（管理棟）

観光案内所
（観光振興課）

福知山駅高架下

ホール４
階
会議室
教育研究室
少年補導センター

３
階

中央公民館事務室
会議室

２
階

図書館中央館
（情報センター）

１
階

市民会館・中央公民館
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まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

　厚生会館などで「丹波福知山千年の味
づくり　福知山のうまいもの展」を開催。
新鮮な野菜や漬物、汁物、土産品、料理
など約９０店舗の自慢の味が集結し、多く
の人でにぎわいました。

　大江町総合会館前から、大江山のふも
とを折り返す「第２０回大江山女子駅伝」
を開催。２３チームが、沿道からのあたた
かい声援を受けながら、全１７．８㌔㍍を６
区間でたすきをつなぎ、鬼の里をそれぞ
れのペースで力走しました。

早春・走春・爽春

第２０回大江山女子駅伝3
20

3
7

　　　　サケのふるさと由良川を守る会 
　　　（ 衣  川  務 会長）では、音無瀬橋下流左

きぬ がわ つとむ

岸で、市民のみなさんが育てたサケの稚魚
約５０００匹を家族連れなど約２５０人で放流し
ました。また、約２ヵ月間、サケの卵のふ化と
飼育に取り組んできた上川口小学校の４年
生１０人も、大切に育てたサケを放流しました。
　 中  村 

なか むら

 文  哉 くん（上川口小４年）は「育てたサ
ふみ や

ケを放すのは少しさみしいけど、元気に帰っ
てきてほしいです」と話してくれました。
　由良川はサケが 遡  上 する日本海側最南端

そ じょう

の川です。

自慢の味が勢ぞろい 大きくなって戻ってきてね

サ
ケ
放
流
行
事

丹波福知山千年の味づくり
福知山のうまいもの展

2 3
28・ 1

　

３
月　

日
、
長
崎
市
に
帰
国

２２

中
の 
下  
村  
脩 
さ
ん
に
、
長
崎
市

し
も 
む
ら 
お
さ
む

内
で
取
材
す
る
機
会
を
得
ま

し
た
。
わ
ず
か
な
時
間
で
し
た

が
、
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ビ
デ
オ
を
届
け
、
下
村
さ
ん
か

ら
福
知
山
市
民
へ
「
今
回
、
福

知
山
を
訪
問
で
き
ず
残
念
で

す
。
こ
の
秋
の
訪
問
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

下
村
さ
ん
へ
の
取
材
の
様

子
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
自
宅
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
ら
れ
な

い
人
は
、
各
支
所
・
地
域
公
民

館
な
ど
の
公
共
端
末
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

下
村
さ
ん
の

　

コ
コ
が
知
り
た
い
！取材に応じる下村さん（長崎市内）
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福
知
山
市
に
住
所
を
有
し
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
高
等
学

校
な
ど
に
通
学
す
る
母
子
家
庭
の

生
徒
を
対
象
に
助
成
し
ま
す
。

対
象
／
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
ま

た
は
福
祉
医
療
（
母
子
）
に
認
定

さ
れ
て
い
る
人

※
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
。

支
給
内
容

　

通
学
定
期
代
の
５
分
の
１

申
請
に
必
要
な
も
の

　

対
象
生
徒
の
在
学
証
明
書
（
年

度
１
通
）
、
通
学
定
期
券
、
母
親

名
義
の
預
金
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
、
印
鑑

申
請
方
法
／
子
育
て
支
援
課
児
童

福
祉
係
（
℡　

‐
７
０
１
１
）
ま

24

た
は
各
支
所
窓
口
相
談
係
ま
で
。

　

京
都
府
で
は
、
母
子
家
庭
の
児

童
な
ど
の
教
育
・
養
育
に
要
す
る

経
費
に
対
し
、
母
子
家
庭
奨
学
金

を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
ま

た
は
福
祉
医
療
（
母
子
）
に
認
定

さ
れ
て
い
る
人

申
請
期
限
／
５
月　

日（
金
）

２９

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

※
６
月
以
降
の
申
請
は
、
月
割
り

支
給
に
な
り
ま
す
。

支
給
金
額（
年
額
）

▼
０
歳
〜
小
学
校
就
学
前

　
　
　
　
　
　

１
万
１
０
０
０
円

▼
小
学
生　
　

２
万
１
５
０
０
円

▼
中
学
生　
　

４
万
３
０
０
０
円

▼
高
校
生　
　

６
万
４
０
０
０
円

▼
高
校
入
学
支
度
金

　
　
　
　
　
　

３
万
５
０
０
０
円

申
請
方
法
／
子
育
て
支
援
課
児
童

福
祉
係
（
℡　

‐
７
０
１
１
）
ま

24

た
は
各
支
所
窓
口
相
談
係
ま
で
。

　

福
知
山
市
に
住
所
を
有
す
る
母

子
家
庭
の
母
に
対
し
、
経
済
的
自

立
を
支
援
す
る
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

申
請
先
／
子
育
て
支
援
課
児
童
福

祉
係
（
℡　

‐
７
０
１
１
）

24

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

　

就
職
に
必
要
な
能
力
を
高
め
る

た
め
の
講
座
の
受
講
費
用
を
支
援

し
ま
す
。

対
象

▼
適
職
に
就
く
た
め
に
教
育
訓
練

が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

▼
本
人
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
支

給
水
準
に
あ
る
人
な
ど

対
象
講
座

　

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給

付
の
指
定
教
育
訓
練
講
座
な
ど

必
要
書
類
／
戸
籍
謄
本
、
受
講
講

座
内
容
が
分
か
る
書
類
、
公
共
職

業
安
定
所
が
発
行
す
る
教
育
訓
練

給
付
金
支
給
要
件
回
答
書
な
ど

支
給
額
／
受
講
の
た
め
に
支
払
っ

た
費
用
の　

㌫
20

※
４
０
０
０
円
以
上
で
上
限
は　
10

万
円
。

申
請
日
／
受
講
申
込
前

高
等
技
能
訓
練
促
進
給
付
金
事
業

　

就
職
に
有
利
な
資
格
を
取
得
す

る
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
、

生
活
費
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

対
象

▼
本
人
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
支

給
水
準
に
あ
る
人

▼
養
成
機
関
に
お
い
て
２
年
以
上

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
資

格
取
得
が
見
込
ま
れ
る
人
な
ど

対
象
と
な
る
資
格

　

看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福

祉
士
、
保
育
士
な
ど

必
要
書
類
／
戸
籍
謄
本
、
修
業
し

て
い
る
養
成
機
関
の
長
が
発
行
す

る
在
籍
を
証
明
す
る
書
類
な
ど

支
給
額
（
最
高
額
）

▼
訓
練
促
進
費
／
月
額　

万
３
０

10

０
０
円

▼
修
了
一
時
金
／
５
万
円

※
修
業
期
間
の
２
分
の
１
に
相
当

す
る
期
間
を
経
過
後
、
申
請
月

か
ら
修
業
が
修
了
す
る
ま
で
の

期
間
（
上
限
は　

カ
月
分
）
に

18

つ
い
て
支
給
し
ま
す
。

※
支
給
額
は
、
所
得
な
ど
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

申
請
日

　

修
業
期
間
の
２
分
の
１
に
相
当

す
る
期
間
を
経
過
し
た
日
以
後

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持

ち
の
在
宅
の
重
度
障
害
者
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、

タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象

▼
視
覚
障
害
が
１
・
２
級
の
人

▼
下
肢
移
動
機
能
障
害
が
１
・
２

級
の
人

※
一
上
肢
機
能
障
害
が
１
・
２
級

で
、
一
下
肢
機
能
障
害
が
３
級

の
場
合
も
該
当
に
な
り
ま
す
。

▼
体
幹
機
能
障
害
が
１
・
２
級
の

人▼
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ

う
こ
う
ま
た
は
直
腸
お
よ
び
小
腸

の
障
害
が
１
級
の
人

▼
療
育
手
帳
Ａ
の
人

内
容
／
１
枚
２
０
０
円
券
を
１
カ

月
に
５
枚
、
申
請
を
受
理
し
た
月

か
ら
当
該
年
度
３
月
ま
で
の
月
数

分
を
交
付

申
請
に
必
要
な
も
の
／
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、
印
鑑

※
世
帯
で
の
所
得
制
限
あ
り
。

申
請
方
法
／
社
会
福
祉
課
社
会
福

祉
係
（
℡　

‐
７
０
１
７
）
ま
た

24

は
各
支
所
窓
口
相
談
係
ま
で
。

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

母
子
家
庭
高
等
学
校
等

通
学
費
支
給
援
助
制
度

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

と
き
／
４
月　

日（
土
）〜
５
月
６
日（
休
）　　
　

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園
（
三
段
池
公
園
内
）

２５

入
園
料
／
大
人　

３
１
０
円
・
４
歳
〜
中
学
生　

１
５
０
円　
　
　
　

■
都
市
緑
化
植
物
園（
℡　

‐
６
６
１
７
）

２２

エ
ビ
ネ
と
山
野
草
展

母
子
家
庭
奨
学
金

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
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下
水
管
な
ど
に
異
物
が
つ
ま
る

と
、
故
障
の
原
因
と
な
り
、
ト
イ

レ
や
台
所
の
流
し
が
使
用
で
き
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

修
繕
に
は
た
く
さ
ん
の
経
費
が
必

要
と
な
り
、
ひ
い
て
は
下
水
道
使

用
料
の
値
上
げ
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

市
民
の
大
切
な
施
設
で
す
。
一

人
ひ
と
り
が
正
し
く
使
い
ま
し
ょ

う
。

油
を
流
さ
な
い
で

　

油
や
野
菜
く
ず
、
残
飯
な
ど
を

排
水
口
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

特
に
灯
油
は
危
険
で
す
。
ま
た

水
を
浄
化
す
る
微
生
物
が
死
ん
で

し
ま
い
ま
す
。

　

て
ん
ぷ
ら
油
も
、
管
路
で
か
た

ま
り
排
水
管
を
ふ
さ
ぎ
ま
す
。

タ
オ
ル
な
ど
異
物
を
流
さ
な
い
で

　

下
着
や
タ
オ
ル
な
ど
の
異
物
を

流
す
と
、
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
が
詰
ま
る
な
ど
の
故
障
が

発
生
し
ま
す
。

故
障
情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

操
作
盤
の
回
転
灯
が
点
灯
す
る
と

故
障
で
す
。
至
急
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。　

時
間
待
機
し
て
い
ま
す
。

24

■
下
水
道
管
理
課

（
℡　

‐
２
０
８
４
）

２３

「
し
尿
く
み
取
り
券
」
の
用
意
を

　

し
尿
の
く
み
取
り
時
に
は
、
必

ず
「
し
尿
く
み
取
り
券
」
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。
く
み
取
り
券
が
な

い
場
合
は
く
み
取
り
が
で
き
ま
せ

ん
。
都
合
で
準
備
が
で
き
な
い
と

き
は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

く
み
取
り
日
が
指
定
さ
れ
ま
し
た

　

三
和
・
大
江
地
域
の
一
部
で
、

し
尿
く
み
取
り
日
が
月
１
回
の
指

定
さ
れ
た
日
と
な
り
ま
し
た
。
作

業
日
程
表
で
地
域
の
く
み
取
り
日

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
１
週
間
前

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
生
活
交
通
課
住
民
生
活
係
（
℡

　

‐
７
０
２
０
）・
三
和
支
所
窓
口

２４相
談
係
（
℡　

‐
３
０
０
２
）・
大

５８

江
支
所
窓
口
相
談
係
（
℡　

‐
１

５６

１
０
３
）

消
費
生
活
無
料
相
談

　

市
で
は
、
消
費
生
活
相
談
員
に

よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訪

問
販
売
で
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
、

身
に
覚
え
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
請

求
書
が
届
い
た
な
ど
、
く
ら
し
の

困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

と
き
／
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

　
　
　

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
／
市
民
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
（
市
役
所
１
階
）

消
費
生
活
出
張
講
座

　

地
域
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
出

張
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
寸

劇
や
ビ
デ
オ
に
よ
る
学
習
会
を
、

地
域
の
総
会
や
会
合
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

■
生
活
交
通
課
住
民
生
活
係

（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

下
水
管
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

以
外
の
も
の
を
流
さ
な
い
で

し
尿
の
く
み
取
り
に

関
す
る
お
願
い

人権シリーズ すべての人が幸せを実感し輝くまちづくりをめざして
～福知山市男女共同参画推進条例～

男女共同参画社会とは？
　すべての人が性別にとらわれず一人の人間と
して自分らしく生きることのできる社会、幸せ
を感じることのできる社会のことをいいます。
　固定観念に縛られず、男だから、女だからと
いう決めつけをせずに、お互いが助け合い協力
し、自分ができることをすることが大切です。
　市では、すべての人が幸せを実感し輝くまち
づくりをめざして、平成１８年１０月１日に福知山
市男女共同参画推進条例を制定しました。
条例には８つの基本となる考え方があります
①男女の人権を尊重する
②自分らしく生きること･やりたいことを尊重
する
③性別で決めつけた慣行などにとらわれない
④男女が共に協力し合い、方針などの計画を立

てたり、決めたりすることへの積極的な参画
⑤家庭と仕事などを両立する
⑥学校や教育の場での個人の尊重
⑦性に関する理解と尊重
⑧国際社会の動きを知る
　条例ができたからといって、すぐに今の生活
が変わるわけではありません。しかし、これら
の基本となる考え方に基づいてわたしたちの生
活を見直していくと着実に変化していきます。
　この条例をもとに一人ひとりの活動を尊重し、
幸せを感じて生きていきましょう。
わが町は　男女仲良く　福がつく
（福知山市男女共同参画推進条例制定記念事業
標語等募集作品から）

■人権推進室男女共同参画推進係（℡　２４‐７０２２）

　笑顔こぼれる　ゆずりあい　　■生活交通課交通対策係（℡２４‐７０２０）

ポンプ操作盤 

ご
利
用
く
だ
さ
い　

消
費
生
活

無
料
相
談
・
消
費
生
活
出
張
講
座
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と
き
・
と
こ
ろ

①
４
月　

日（
日
）

１９

　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

プ
ラ
ン
ト
３（
多
保
市
）

②
４
月　

日（
祝
）　

２９

　

午
前　

時
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

ジ
ャ
ス
コ
福
知
山
店（
岩
井
）

※
全
会
場
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
。

■
京
都
府
福
知
山
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー（
℡　

‐
６
６
３
０
）

２７

対
象
／
福
知
山
市
に
住
所
を
有
す

る
妊
婦

※
妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
・
妊
婦

歯
科
健
康
診
査
受
診
票
は
、
母

子
健
康
手
帳
の
交
付
時
に
お
渡

し
し
ま
す
。

※
す
で
に
母
子
健
康
手
帳
を
交
付

し
た
人
に
は
直
接
郵
送
し
ま
す
。

※
本
市
に
転
入
し
た
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

妊
婦
健
康
診
査

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、
妊

２１

婦
健
康
診
査　

回
分
が
公
費
負
担

１４

で
受
診
で
き
ま
す
。

※
受
診
券
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

　

検
査
、
保
険
診
療
を
受
け
た
場

　

合
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

健
康
で
安
心
し
て
出
産
を
迎
え

る
た
め
、
妊
婦
に
必
要
な
検
査
や

診
察
を
適
切
な
時
期
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

受
診
券
の
使
用
方
法

　

府
内
の
委
託
医
療
機
関
や
助
産

院
で
利
用
で
き
ま
す
。

※
里
帰
り
出
産
な
ど
の
理
由
で
京

　

都
府
外
の
医
療
機
関
で
の
受
診

　

を
希
望
す
る
人
は
、
払
い
戻
し

　

制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

　

早
産
や
低
体
重
児
出
産
の
一
因

と
い
わ
れ
て
い
る
歯
周
病
な
ど
の

予
防
や
早
期
発
見
の
た
め
、
平
成

　

年
４
月
１
日
か
ら
、
妊
婦
の
歯

２１科
健
康
診
査
事
業
を
行
い
ま
す
。

受
診
回
数
／
出
産
日
ま
で
に
１
回

費
用
／
無
料

※
歯
科
健
康
診
査
で
治
療
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
は
、
診
査
日
と

別
の
日
程
で
予
約
後
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
保
険
に
よ
る
治

療（
自
己
負
担
）と
な
り
ま
す
。

受
診
票
の
使
用
方
法

　

協
力
歯
科
医
療
機
関
で
利
用
で

き
ま
す
。

■
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
℡

　

‐
２
７
８
８
）・
東
部
保
健
福
祉

23セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
２
０
９
０
）・

58

西
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
℡　
37

‐
１
２
３
４
）・
北
部
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
℡　

‐
２
６
２
０
）

56

　
　

 
Ｑ 
家
で
飼
っ
て
い
た
ペ
ッ
ト
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

死
体
を
環
境
パ
ー
ク
に
持
ち
込

む
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？
骨
を
拾

う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

 
Ａ 
環
境
パ
ー
ク
で
は
亡
く
な
っ

た
ペ
ッ
ト
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

料
金
は
、　

㌔
㌘
ご
と
に
２
０
０

20

円
で
す
。

　

し
か
し
、
動
物
専
用
の
炉
が
な

い
た
め
、
焼
却
後
に
骨
を
拾
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
「
火
葬
を
し

た
う
え
で
骨
を
拾
い
た
い
」
と
希

望
す
る
人
は
、
専
門
の
事
業
所
な

ど
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

■
環
境
政
策
室
循
環
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
７
０
）

２４

４
月
の
献
血

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

妊
婦
健
康
診
査

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
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声 声 

カンちゃん　車で花見　
に行かへんか。

ビンちゃん　そういえば、
今年の開花予想は「暖
冬のため大半の地域
で平年より早い」と言
うとったな。

カンちゃん　それは、地球温暖化の影響なん
やろか？　なんか複雑な気持ちやな。

ビンちゃん　車はすごい便利やけど、地球温
暖化の原因の一つである二酸化炭素の国
内の排出量の約１０㌫が自家用乗用車から
なんやで。

カンちゃん　みんなが車に乗らんかったら、
約１０㌫の二酸化炭素が減って、地球温暖化
防止に役立つんやな。けど、つい乗ってし
まうんや。

ビンちゃん　乗り方に気をつけて「エコドラ
イブ」を実践してみたらどうや？

カンちゃん　どんなことするん？　
ビンちゃん　例えば、アイドリングストップ
や急発進・急停止をしない、車間距離を空
けて一定速度で走るとか。このエコドライ
ブで燃費が２４㌫も改善されたこともある
みたいやで。

カンちゃん　安全運転にもなるしええな。　
ビンちゃん　あと、公共交通を利用する方法
もあるで。車が１人１㌔㍍運ぶのに排出する
二酸化炭素は、バスなら約３０㌫、鉄道なら
約１０㌫で済むんや。福知山では４月から市
バスなどの運賃が安くなって利用しやすく
なっとるしな。

カンちゃん　了解！　地球にやさしい、エ　
コドライブと公共交通で花見を楽しもか。

■環境政策室環境保全係（℡　２２‐１８２７・２４‐７０７０）



10H21（2009）．4．1　広報ふくちやま

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/
　

武
道
館
の
移
転
に
伴
い
、
４
月

１
日（
水
）か
ら
、
庵
我
バ
ス
の
三

段
池
公
園
へ
の
乗
り
入
れ
を
開
始

し
ま
し
た
。

運
行
内
容

▼
月
〜
土
曜
日
／
１
日
に
上
り
・

下
り
各
４
便

▼
日
・
祝
日
／
１
日
に
上
り
・
下

り
各
２
便

※
運
行
時
刻
や
運
行
経
路
な
ど
は
、

便
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
生
活
交
通
課
交
通
対
策
係

（
℡　

‐
７
０
２
０
） 

２４

　

市
の
将
来
像
や
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
長
と
意
見

交
換
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
／
４
〜
６
月
の
月
１
回

※
開
催
時
間
は
約
１
時
間　

分
。

３０

※
開
催
場
所
は
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

対
象
団
体
／
自
治
会
、
公
民
館
、

メ
ン
バ
ー
の
半
数
以
上
が
市
民
で

市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
団
体
・

サ
ー
ク
ル
な
ど

※
１
団
体
年
１
回
と
し
、
政
治
・

　

宗
教
・
営
利
活
動
団
体
は
除
く
。

懇
談
テ
ー
マ
／
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
農
林
業
・
福
祉
・
教
育
の
い
ず

れ
か
か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
団
体
数
／
３
団
体

※
申
込
団
体
多
数
の
場
合
、
抽
選
。

申
込
方
法
／
４
月
２
日（
木
）〜　
２０

日（
月
）に
、
開
催
希
望
日
時
・
会

場
・
団
体
名
・
代
表
者
氏
名
と
連

絡
先
・
懇
談
テ
ー
マ
を
、
電
話
ま

た
は
直
接
秘
書
広
報
課
市
民
相
談

係
（
℡　

‐
７
０
２
７
）
ま
で
。

２４

売
却
す
る
土
地

　

駅
南
町
一
丁
目
２
７
６
番

※
福
知
山
駅
周
辺
・
駅
南
地
区
計

画
の
区
域
内
に
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
福

知
山
駅
か
ら
は
約
１
０
０
㍍
、

徒
歩
２
分
で
す
。

価
格
／
３
０
４
２
万
９
２
４
０
円

面
積
／
３
３
２
・
５
６
平
方
㍍

用
途
地
域
／
商
業
地
域

抽
選
日
／
５
月
８
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

２２

　
　
　
　
　
　
　
（
内
記
三
丁
目
）

参
加
資
格

　

契
約
能
力
を
有
す
る
人
・
法
人

必
要
書
類
／
抽
選
参
加
申
込
書
、

住
民
票
（
個
人
の
場
合
）、
登
記
事

項
証
明
書
（
法
人
の
場
合
）

※
申
込
用
紙
は
、
用
地
販
売
促
進

室
に
あ
り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
方
法
／
４
月　

日（
水
）〜　

１５

２８

日（
火
）に
、
送
付
ま
た
は
直
接
用

地
販
売
促
進
室
（
〒
６
２
０
‐
８

５
０
１　

字
内
記
１
３
番
地
の
１

℡　

‐
７
０
６
８
）
ま
で
。

２４

　

市
で
は
、
平
成　

年　

月　

日

１６

１０

２０

「
台
風　

号
の
災
害
の
記
憶
」
を

２３

風
化
さ
せ
な
い
た
め
、
み
な
さ
ん

が
記
録
し
た
映
像
や
写
真
、
体
験

談
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

提
供
い
た
だ
い
た
映
像
や
体
験

談
な
ど
は
、
防
災
に
関
す
る
行
事

な
ど
で
広
報
・
啓
発
に
使
用
し
ま

す
。

※
使
用
す
る
権
利
は
、
福
知
山
市

　

に
帰
属
し
、
資
料
は
返
却
で
き

　

ま
せ
ん
。
複
製
が
困
難
な
場
合

　

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

規
格

▼
映
像
／
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ▼
写
真
／
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
電

子
デ
ー
タ

▼
体
験
談
／
は
が
き
・
封
書
・
メ
ー

ル
な
ど
で
書
式
は
自
由

募
集
期
限
／
７
月　

日（
金
）

３１

応
募
方
法
／
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
撮
影
日
時
と
場
所
（
映
像
・

写
真
の
場
合
の
み
）
を
明
記
し
、

送
付
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
総
務
課
防
災
係
（
〒

６
２
０
‐
８
５
０
１　

字
内
記　
１３

番
地
の
１　

℡　

‐
７
０
３
６　

２４

　
　

‐
６
５
３
７　

Ｅ
メ
ー
ルsoum

u

２３

@
city.fukuchiyam

a.kyoto.jp

）

ま
た
は
各
支
所
総
務
防
災
係
ま
で
。

※
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
、

　

匿
名
を
希
望
す
る
人
は
「
匿
名

　

希
望
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
手
軽
に
福

知
山
を
再
発
見
す
る
講
座
を
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
座
内
容
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
に
よ
る
ふ
る
さ
と
再
発
見
講
座

（
４
回
）と
ス
ク
ー
リ
ン
グ（
現
地

講
座
）（
１
回
）

配
信
期
間
／
４
月　

日（
火
）〜
９

２８

月　

日（
水
）

３０
受
講
方
法
／
京
都
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://info.

p
ref.k

y
oto.lg

.jp
/el/

）で
利
用

登
録
し
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

講
座
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
登
録
料
・
受
講
料
は
無
料
。

申
込
開
始
日
／
４
月　

日（
金
）

１０

■
生
涯
学
習
課
文
化
財
保
護
係

（
℡　

‐
７
０
６
４
）

２４

煙
や
悪
臭
が
発
生
す
る
焼
却
は
、周
辺
住
民
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
環
境
政
策
室
環
境
保
全
係（
℡　

‐
１
８
２
７
・　

‐
７
０
７
０
）

２２

２４

野
外
焼
却
の
禁
止

　日です。　　　■税務課市民税係（℡２４‐７０２４）

■
観
光
案
内
所（
℡　

‐
２
２
２
８
）　

２２

新
し
い
観
光
案
内
所
が
Ｋ
Ｔ
Ｒ
福
知
山
駅
高
架
下
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

三
段
池
公
園
へ
の
バ
ス
の

乗
り
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た

ま
ち
か
ど
懇
話
会（
市
民
と
市

長
懇
談
事
業
）（
第
１
期
分
）

福
知
山
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業

保
留
地
を
公
開
抽
選
で
売
却

台
風　

号
災
害
の
映
像
・
写
真
・

２３

体
験
談
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

茶
の
間
で
お
手
軽
e
ラ
ー
ニ
ン
グ

講
座「
福
知
山
の
歴
史
と
文
化
財
」

旧武道館解体工事が終了しました
　旧武道館解体工事の期間中につきまし
ては、来庁された皆様に大変ご迷惑をお
かけしました。引き続き、武道館跡地の
駐車場整備を行う予定です。しばらくの
間ご不便をおかけしますが、ご理解・ご
協力いただきますようお願いします。
■生涯学習課社会体育係（℡　２４‐７０６９）
■総務課庶務係（℡　２４‐７０３６）
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市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

おもな施設　大型連休期間の案内　　　 ○ 開館（営業）     －  休館（休業）
7654321302928

施 　設　 名
木休祝祝祝土金木祝火

○－－－－－○○－○窓　　口
市 役 所

○○○○○○○○○○自動交付機

○－－－－－○○－○外　　来福 知 山
市民病院 ○○○○○○○○○○救　　急

○－－－－－○○－○新大江病院

○－－－－－－○－○新大江病院付属有路診療所

－－－－－－－－－○金山診療所

○－－－－－－○－○雲原診療所

－○○○○－－－○－休日急患診療所

○○○○－－○○○○ごみ収集環　 境
パ ー ク    ○○　○○○－○○○○ごみ持ち込み

○○○○○○○○○○斎場（火葬棟・葬祭棟）

○－－○－○○○－○公設地方卸売市場（青果）

○○○－○○○○○○総合福祉会館

○○○○○○○○○○夜久野町ふれあいの里福祉センター

○－－－－－○○－○大江町老人福祉センター (舟越会館 )

○○○○○○○○○○市民会館（中央公民館）

－○○○○○○－○－地域公民館

○○○○○○○○○○三和・夜久野・大江地域公民館

○－－－－－○○－○人権ふれあいセンター・教育集会所

○－－ －－－○○○－○児童館

○－○○○○○○－○夜久野町化石・郷土資料館

－○○○○○○－○○日本の鬼の交流博物館

○－－－－○○○－○勤労青少年ホーム

－○○○○○○○○－市民体育館・市民運動場・温水プール

－○○○○○○－○○三段池公園総合体育館・武道館

－○○○○○○－○○長田野体育館・長田野公園運動広場

－○○○○○○－○○動物園・都市緑化植物園・児童科学館

－○○○○○○－○○福知山鉄道館ポッポランド

－○○○○○○○○－福知山城（福知山市郷土資料館）･佐藤太清記念美
術館 ･丹波生活衣館・芦田均記念館 ･治水記念館

○－－－－○－○－○図書館（中央館・三和・夜久野・大江分館）

○－○○○○○○○－北陵総合センター

○○○○○○○○○○こぶし荘

○○○○○○○○○－里の駅みたけ

－○○○○○○－○○緑の里交流センター（無人）

－○○○○○○○○－下水道厚生棟

－○○○○○○○○○夜久野荘・やくの花あずき館・夜久野高原温
泉ほっこり館・やくの本陣・やくの一道庵

－○○○○○○－○○やくの木と漆の館

○○○○○○○○○○やくのベゴニア園・子ども等体験農園

－○○○○○○－○○大江町和紙伝承館

次の施設は、全日開館（営業）しています。
三岳青少年山の家、夜久野ふれあいプラザ、厚生会館、大呂自然休養村センター（グラウンドゴルフを含む）、
三和荘、鬼力亭、大雲記念館、大雲塾舎、大江山グリーンロッジ・鬼瓦工房、市営福知山駅前駐車場、市営福
知山駅南口広場駐車場、市営福知山駅北口広場駐車場、市営福知山駅東駐輪場、市営福知山駅西駐輪場

８時３０分
～正午

入
館
料
／
大
人　

３
１
０
円　

４
歳
〜
中
学
生　

１
５
０
円　

※
動
物
園
・
都
市
緑
化
植
物
園
と
の
共
通
入
場
料
は
、大
人
７
３
０
円
、４
歳
〜
中
学
生
３
６
０
円
。

開
館
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

※
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
。　

休
館
日
／
毎
週
水
曜
日　
　
　
　
　
　
　
　

■
児
童
科
学
館（
℡　

‐
６
２
９
２
）

３０

２３

児
童
科
学
館
の

入
館
料
を
安
く
し
ま
し
た
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広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回
４
月　

日
号
は
、
４
月　

日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

１５

１６

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
秘
書
広
報
課
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h

isyo
@
city.fu

ku
ch
iya
m
a
.kyo
to
.jp

）

ＴＥＬ
２４

ＦＡＸ
２４

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

内
宮
集
落
の
背
後
に
あ
る
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
型
の
山
、
見
る
角
度

に
よ
っ
て
は
一
つ
の
山
に
見
え

ま
す
が
、
角
度
を
変
え
て
み
る

と
前
後
に
二
つ
の
山
容
が
見
え

ま
す
。

　

後
ろ
側
の
高
い
山
が 
日  
浦  
ケ 

ひ 

う
ら 

が

 
岳 
（
日
室
ヶ
嶽
）、
前
側
の
低
い

た
け方

が
城
山
で
、
昔
こ
こ
に
城
が

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

皇
大
神
社
（
元
伊
勢
内
宮
）
が

鎮
座
す
る
内
宮
山
と
日
浦
ケ

岳
・
城
山
の
間
が
天
の
岩
戸
渓

谷
で
す
。
日
浦
ケ
岳
の
東
斜
面

は
天
の
岩
戸
神
社
の
境
内
林
で

あ
る
こ
と
か
ら
岩
戸
山
と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
多
く
、日
浦
ケ
岳
・

城
山
・
岩
戸
山
が
混
同
し
た
使

わ
れ
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

日
浦
ケ
岳
は
、
古
来
、
神
体

山
と
し
て
信
仰
を
受
け
、
山
頂

に
は
大
き
な 
磐  
坐 （
神
の
依
代
）

い
わ 
く
ら

が
あ
り
ま
す
。
夏
至
の
日
に
は
、

日
浦
ケ
岳
の
山
頂
に
日
が
沈
み

ま
す
。
ま
さ
に
神
秘
の
山
で
す
。

　

こ
の
日
浦
ケ
岳
か
ら
城
山
へ

向
か
う 
城  
ケ  
越 
と
い
う
と
こ
ろ

じ
ょ
う 

が 

こ
し

に
古
墳
の
存
在
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ

の
後
は
人
の

立
ち
入
り
が

禁
じ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
自
然

の
姿
が
そ
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て

お
り
、
多
種
類
の
カ
シ
を
中
心

と
し
た
常
緑
樹
と
、
ケ
ヤ
キ
や

ム
ク
ロ
ジ
な
ど
の
落
葉
樹
の
大

木
が
混
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

林
床
に
は
、
学
術
上
極
め
て
貴

重
な
植
生
が
原
生
状
態
で
残
っ

て
お
り
、
京
都
府
歴
史
的
自
然

環
境
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
隣
の
内
宮
山
も
神
域

で
あ
り
、
シ
イ
を
中
心
と
し
た

原
生
林
で
す
。

　

岩
戸
山
に
は
登
山
道
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
皇
大
神
社
付
近
か

ら
仰
ぎ
見
る
秋
の
紅
葉
は
素
晴

ら
し
く
、
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
ま
す
。

あか いし が たけ 

岩戸山 

　振れば幸せが生まれるという「こづち」から名づけ
られたサークルです。毎週火曜日の午後７時から、総
合福祉会館で例会を開いており、会員は約４０人。毎年
５～９月に開かれる手話奉仕員養成講座をきっかけに
入会した人やホームヘルパーとして働いている人、家
族などに聴覚に障害のある人がいる人、手話通訳者の
登録資格を持っている人、とさまざまです。
　ただ「手話を勉強する」だけでなく、いろいろな人
とふれあい "輪”ができること、聴覚障害者協会のみ
なさんと交流し、聴覚に障害のある人たちの生活や
困っていることを知ることも大切な学習の一つです。
　手話のゼスチャーは身振り手振りが大きいので、最
初は恥ずかしがる人もいます。しかし、相手に通じたと
きの喜びや、逆に、伝わらないつらさを感じられたとき、
「言葉を伝える」という原点にたどりつきます。そうす
ると、固い自分がやわらかくなることができます。
　まだまだ、聴覚に障害のある人に対する理解や環境整備は十分とはいえません。例えば、施
設などに手話のできる人がいないために伝えたいことが十分通じないこともあります。少しで
も手話が広がって、聴覚に障害のある人たちが一人で出かけても不便を感じないまちになれば、
というのが会員全員の願いです。

大江町 
和紙伝承館 

大
江
山
へ 

国
道
1
7
5
号
へ 

府道9号 

元伊勢内宮 
皇大神社 

岩戸山 

内宮山 

天岩戸神社 

二瀬川（宮川） 

北原川 

北原 

二俣駅 
北近
畿タ
ンゴ
鉄道
 大江

山口
 

内宮
駅 

N

S

元伊勢内宮 
皇大神社 

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

福知山手話サークル「こづち」 
やす ぎ 


